平成２９年度事業報告
今年度は、国際情勢の変化や畜産に係わる様々な制度の変更が行われ、畜産経営者個々の臨機応変な対応が必要な状況になってきました。
国際関係では、環太平洋パートナーシップ協定（ＴＰＰ）から米国が離脱しました。その後、昨年１１月には米国を除くＴＰＰ署名１１か国が、包括的及び先進的な環太平洋パートナーシップ協定（ＣＰＴＰＰ）を大筋合意しました。
対ＥＵでは、１２月には日ＥＵ経済連携協定（ＥＰＡ）が妥結されました。
国内的には、人口減少は避けられず、必要な食料の絶対量が減少する中、畜産業の発展には輸出が避けられないところであり、様々な協定の中でいかに道を切り開くかが肝要となってきます。
日本の畜産物が安全であることは、世界的に認められているところですが、さらに確固としたものとするために、畜産におけるＪＧＡＰが定められたところです。「顔の見える畜産」から一歩進んだ、「顔が見え、安全性が担保される畜産」への発展が必要です。
また、経営においては、３０年度から「収入保険制度」が始まります。畜産においては、既存制度との関係で、他の作物と比較して加入条件が複雑ですが、自己の経営をしっかり分析し、加入の可否を見極めていく必要があります。
その他には、畜種別に見ますと、酪農における加工原料乳生産者補給金制度の変更、養豚におけるチェックオフの検討、養鶏におけるアニマルウェルフェアの検討、肉用牛におけるマルキン法制化後の動きなど、様々な制度の変更や時代に応じた畜産のあり方の検討が始まっています。
　　このような時代の変化の中、当協会では、前年度第４四半期、今年度第１四半期および第２四半期において、三期連続の補てん金の交付を行いました。
　　原料資材の高騰は、畜産経営者にも消費者にもメリットがありませんが、制度運用を的確に実施し、畜産経営者の安定に務めました。
　　リース事業については、畜産クラスター事業の仕組みが変更されて以来、当協会では制度上対応が難しくなっており、平成２９年度には新たな取り組みはありませんでした。
　　さらに、公益目的支出計画は完了し、滋賀県知事からの確認を受けました。同計画に基づく財務諸表および附属明細書などの県への報告義務等はなくなりましたが、協会の定款に定めるように、畜産振興のための各種事業には、積極的に取り組んできました。
　　畜産農家の窓口としての相談は、時代を反映し、クラスター事業やＧＡＰなど制度に関することが多くなっています。
加えて、今年度は、会員の方々や荷受組合の構成員である畜産農家の皆様に役立つページづくりに努めるため、ホームページをリニューアルいたしました。
Ⅰ　定款に規定された事項
１　配合飼料価格差補てん事業について
定款第４条の(1)に基づき実施した配合飼料価格補てん事業については、一般社団法人全日本配合飼料価格畜産安定基金および飼料荷受組合の会員とそれぞれ契約を締結し、基本契約および数量契約に基づいて補てん業務を行った。
（１）事業主体：一般社団法人全日本配合飼料価格畜産安定基金
（２）配合飼料価格差補てん契約の締結
①　平成29年度数量契約
	畜　種
	当　　　初
	実　　　績

	
	加入者(件)
	契約数量(ﾄﾝ)
	契約数量(ﾄﾝ)
	増減(ﾄﾝ)
	構成比率(%)

	乳用牛
	41　
	3,802　
	3,767　
	△35　
	7.8  

	肉用牛
	60　
	27,284　
	27,284　
	0　
	56.9  

	豚　
	3　
	1,240　
	1,238　
	△2　
	2.6  

	採卵鶏
	22　
	12,083　
	12,083　
	0　
	25.2  

	肉用鶏
	7　
	3,610　
	3,610　
	0　
	7.5  

	その他
	0　
	0　
	0　
	0　
	－　  

	合　計
	133　
	48,019　
	47,982　
	△37　
	100.0　


②　契約の解約　　　
	期　　　　間
	解約件数
	解約数量（ﾄﾝ）
	解約畜種
	備　考

	第3四半期
第4四半期
	1
1
	2
35
	豚
乳用牛
	

	合　計
	　　　2
	37
	　
	


（３）補てん積立金の徴収および納付額
　　①　通常補てん積立金
	期　  　間
	加入者(件)
	契約数量(ﾄﾝ)
	積立金の額(円)
	備　考

	第1四半期
第2四半期
第3四半期
第4四半期
	133
133
132
131
	12,149
11,658
12,300
11,875
	7,289,400
6,994,800
7,380,000
7,125,000
	ﾄﾝ当り  600円

	合　　計
	
	47,982
	28,789,200
	


②　別途納付金
	区　　分
	加入者(件)
	対象数量
(ﾄﾝ)
	納付金額(円)
	備　　考

	新規加入者
	1
	4
	1,560
	ﾄﾝ当り390円

	契約数量増加者
	11
	2,443
	952,770
	ﾄﾝ当り390円 

	合　　　計
	12
	2,447
	954,330
	


（４）補てん金の受領および交付額

①　受領および交付額
	期　　間
	補てんの種類
	対象　加入者(件)
	対象数量
(kg)
	ﾄﾝ当り
単価 (円)
	ﾄﾝ当り
合計単価 (円)
	交付金額 
 (円)

	＊ 第4四半期
	通常
異常
	129
	10,818,950
－
	950

0
	950
	10,277,998
0

	第1四半期
	通常
異常
	130
	10,927,230
－
	1,700

0
	1,700
	18,576,291
0

	第2四半期
	通常
異常
	130
	10,627,060
－
	400
0
	400
	4,250,824
0

	第3四半期
	通常
異常

	129　
	－
－
	0

0
	0
	0

0

	合　　計
	通常
異常
	
	－
－
	－
－
	－
	33,105,113
0


（５）配合飼料価格差補てん事業の運営に関する実態調査
　　平成29年12月11日および12月15日に飼料荷受組合1件、特約店2件の聞き取り調査を実施した。配合飼料価格安定基金の運営に係る手続きは適正に執行されていた。
２　畜産高度化支援リース事業について
定款第４条の(２)に基づき実施した畜産高度化支援リース事業については、貸付料、貸付機械譲渡料、保険料等の徴収および納付ならびに施設の管理状況の把握に努めた。

（１）事業主体：一般財団法人畜産環境整備機構
（２）機械の貸付内容
①　間接リース
	事業名
	貸付者数
	年度
	貸付機材
	備　　考

	特別対策リース
	1
	16年度
	堆肥舎
	1/2補助付き


②　直接リース
	事業名
	貸付者数
	年度
	貸付機材
	備　　考

	経営リース
	1
	23年度
	ｼｮﾍﾞﾙﾛｰﾀﾞ
	通常リース

	
	1
	27年度
	ﾀﾞﾝﾌﾟｶｰ
	

	堆肥保管施設整備リース
	1
	25年度
	堆肥舎2棟　ショベルローダー
	1/2補助付き

	
	1
	26年度
	堆肥舎2棟　発酵機
	


（３）貸付料の徴収および納付額
①　間接リース　　　　                  　　　　　　    　　(単位:円)
	種　　類
	基本貸付料
	付加貸付料
	消費税
	計

	特別対策リース事業
	0
	0
	0
	0

	合　　　計
	0
	0
	0
	0


②　直接リース　　　　                  　　　　　　　　　　(単位:円)
	種　　類
	基本貸付料
	付　加
貸付料
	消費税
	計
	備　考

	経営リース事業
	408,825
	9,811
	32,706
	451,342
	

	堆肥保管施設整備
リース事業
	3,743,190
	166,065
	281,094
	4,190,349
	

	合　　　計
	4,152,015
	175,876
	313,800
	4,641,691
	


（４）貸付機械譲渡料の徴収および納付額
①　間接リース　　　　             　　　　　　　　　    　　(単位:円)
	種　　類
	件数
	譲渡金額
	消費税
	合　　計
	備考

	特別対策リース事業
	1
	96,500
	4,825
	101,325
	

	合　　　計
	1
	96,500
	4,825
	101,325
	


②　直接リース　
	種　　類
	件数
	譲渡金額
	消費税
	合　計
	備考

	経営リース事業
	1
	420,000
	21,000
	441,000
	

	合　　　計
	1
	420,000
	21,000
	441,000
	


（５）保険料の徴収および納付額
①　間接リース　　　　                  　　　　　　    　　(単位:円)
	種　　類
	保証保険料
	動産保険料
	計
	備　考

	
	件数
	金額
	件数
	金額
	
	

	特別対策リース事業
	0
	0
	0
	0
	0
	

	合　　　計
	0
	0
	0
	0
	0
	


②　直接リース　　　      　　   　　　　　　　　　　　　　　(単位:円)

	種　　類
	保証保険料
	動産保険料
	計
	備　考

	
	件数
	金額
	件数
	金額
	
	

	経営リース事業
堆肥保管施設整備
リース事業
	1
6
	4,690
177,990 
	0
0
	0
0
	4,690

177,990
	

	合　　　計
	7
	182,680
	0
	0
	182,680
	


３　畜産経営力向上緊急支援リース事業について
定款第４条の(２)に基づき実施した畜産経営力向上緊急支援リース事業は、事業主体である一般財団法人畜産環境整備機構が対応した事業について、実施要領にしたがい貸付料、保険料等の徴収および納付を行った。
（１）事業主体：一般財団法人畜産環境整備機構
（２）機械の貸付内容　
	目　的
	貸付者数
	年度
	種　類
	台数
	備　考

	飼料自給率向上
	7
	25年度
	粉砕機
ロールベーラ
レーキ
ブロードキャスター
油圧ショベル
マニュアスプレッダ
ホイルローダ
ラップマシーン
ベールグリッパー
	1

2

2

1

1

2

1

1

1
	1/3

補助付き

	計
	７
	
	　　　
	12
	


（３）貸付料の徴収および納付額　　　　　　　    　　　　　　　(単位:円)
	戸数 (件数)
	基本貸付料
	付加貸付料
	消費税
	計
	備  　考

	7戸(12件)
	2,373,875
	20,909
	118,692
	2,513,476
	

	合　　　計
	2,373,875
	20,909
	118,692
	2,513,476
	


（４）保険料の徴収および納付額　　　　　　　　　　　　  　(単位:円)
	種　　類
	戸数 (件数)
	　金　　額
	備　　　考

	保証保険料
	7戸(12件)
	7,070
	

	合　　　計
	
	7,070
	


（５）貸付機械譲渡料の徴収および納付額　　　　　　　　  　　(単位:円)
	戸数 (件数)
	譲渡金額
	消費税
	合　　計
	備　考

	6戸(11件)
	1,435,681
	71,780
	1,507,461
	

	合　　　計
	1,435,681
	71,780
	1,507,461
	


４　肉用子牛生産者補給金制度事業について
　定款第４条の(３)に基づき実施した肉用子牛生産者補給金制度事業については、契約者に対して子牛の個体登録、販売・保留確認申出等の手続きを進め、積立金等の徴収および納付を行なった。
（１）事業主体：一般社団法人滋賀県畜産振興協会
（２）契約者数　11件　
（３）積立金等の徴収および納付額
	品　　種
	個体登録
頭数(頭)
	積　立　金　 (円)
	＊手数料 (円)

1,000円/頭
	備　考

	
	
	単　価
	金　額
	金　額
	

	黒毛和種
	293
	300
	87,900
	293,000
	内38,100円/127頭

	褐毛和種
	0
	1,150
	0
	0
	

	その他肉専
	3
	3,100
	9,300
	3,000
	

	乳用種
	0
	1,600
	0
	0
	

	交雑種
	256
	600
	153,600
	256,000
	

	合　　計
	552
	
	250,800
	552,000
	


内：積立金は準備金を充当　　＊：手数料は、一般社団法人滋賀県畜産振興協会に納付
４）補給金の交付状況　　　　
	
	黒毛和種
	褐毛和種
	その他の肉専用種
	乳用種
	交雑種
	交付金額
（単位：円）

	
	交   　 付    　単   　 価　（単位：円）
	

	第4四半期＊
第1四半期
第2四半期
第3四半期
	0

0

0

0
	0

0

0

0
	0

0

0

0
	0

0

0

0
	0

0

0

0
	0

0

0

0


· 平成28年度第4四半期
５　肉用牛繁殖経営支援事業について
　定款第４条の(３)に基づき実施した肉用牛繁殖経営支援事業については、肉用子牛生産者補給金制度を補完し、子牛価格が発動基準（家族労働費の8割を補償するものとして設定）を下回った場合に差額の一部を補てんする事業の参加申込等の事務を行った。
（１）事業主体：一般社団法人滋賀県畜産振興協会
（２）契約者数　11件 
（３）補てん交付金状況
	期　　間
	黒毛和種
	褐毛和種
	その他の肉専用種
	交付金額
(円)

	
	対象
頭数
	交付単価
（円）
	対象
頭数
	交付単価
（円）
	対象
頭数
	交付単価
（円）
	

	第4四半期＊
第1四半期
第2四半期
第3四半期
	0

0

0

0
	　　　0

　　　0

　　　0

　　　0
	0

 0

0

0
	0

0

0

0
	 0

0

0

0
	0

0

53,600

46,300
	0

0

0

0


· 平成28年度第4四半期
６　肉用牛経営安定対策補完事業について
定款第４条の(３)に基づき実施した肉用牛経営安定対策補完事業については、中核的担い手が計画的に優良な繁殖雌牛を増頭した場合における増頭実績に応じた補助金を交付する事業を行った。
（１）事業主体：一般社団法人滋賀県畜産振興協会
（２）参加者数　5件
（３）補助金交付状況
	
	　総増頭数
	補助金交付頭数
	合計金額
	備考

	
	
	10万円
	８万円
	小計
	
	

	合　計
	　155
	60
	0
	60
	6,000,000円
	


７　畜産クラスター運営の支援
　定款第４条の(３)に基づきクラスター事業の推進に務めた。
（１）平成２７年２月１７日に設立された畜産クラスター「活力ある畜産経営　推進協議会」の事務局として、平成２６年度補正事業に係る成果目標報告を実施した。

（２）（仮称）近江八幡市域畜産クラスター協議会の設立準備会に参加し、設立に向けての協議を行った。

　　　会議実施回数　４回

８　相談窓口の開設
定款第４条の(４)に基づき畜産農家等の相談業務を実施した。
１）クラスター事業に関する相談　　　　　　　　２件

２）リース事業に関する相談　　　　　　　　　　１件

３）県の補助金に関する相談　　　　　　　　　　１件

４）施設整備に関する補助事業全般に関する相談　１件

５）法人化に関する相談　　　　　　　　　　　　１件

６）県議会への要望に関する相談　　　　　　　　１件

７）その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　１件

９　ホームページの更新

　定款第４条の(６)に基づきホームページを更新し、適正な協会運営と情報発信に努めた。
Ⅱ　管理・運営事項
１　会議
（１）総会、理事会の開催
	
	開催月日
	開催場所
	審　議　事　項　等

	総　会
	29.5.25
	近江八幡市
	平成28年度事業および決算報告、平成29年度事業計画及び収支予算、平成29度会費の賦課および徴収方法、役員報酬・役員退職慰労金規程の一部改正、役員選任

	監査会
	29.4.25
	近江八幡市
	平成28年度事業報告、決算報告、平成28年度公益目的収支報告

	理事会
	29.5.25
	近江八幡市
	役員選任の件、公益目的支出計画実施報告と監査の件、育児･介護休業等規程の件、就業規則の一部改正の件、第42回総会提出議案

	
	29.5.25
	近江八幡市
	常務理事の選定の件

	
	30.2.21
	近江八幡市
	平成29年度事業および会計中間報告、平成30年度事業計画・予算、定款・会計処理規程・業務方法書の一部改正、定時総会の日程等


（２）会議の参加
	会　　議　　名
	開催月日
	開催場所
	協　議　等　事　項　

	参加した会議・説明会等

	畜産高度化支援リース事業推進全国会議
	29.4.27
	東京都
	畜産高度化支援リース事業実施、各リース事業の進め方及び提出書類、損害保険(構築物、車両、動産)、リース業務全般の関連事項、長期滞納債権の管理・回収

	事業担当者会議
	29.4.27
	近江八幡市
	肉用子牛生産者補給金制度、肉用牛繁殖経営支援事業、肉用牛経営安定対策補完事業、肉用牛肥育経営特別対策、近江牛等助成金事業、畜産特別資金推進指導事業、畜産生産基盤育成強化事業、畜産酪農収益力強化整備等特別対策事業、酪農経営安定化支援ﾍﾙﾊﾟｰ事業、家畜防疫互助基金造成等支援事業、近江牛ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ枝肉共進会

	畜産クラスター事業説明会
	29.5.18
	近江八幡市
	平成29年度上期畜産ｸﾗｽﾀｰｽｹｼﾞｭｰﾙ、28補正予算を活用した要望調査の実施、実態調査を活用した取組のﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ、機械導入事業に係る事務処理の見直しと留意点、平成26年度補正予算に係る成果報告、平成29年度全国推進事業

	全日基総会
	29.6.16
	東京都
	平成28年度事業、決算報告、会費の額、役員報酬総額、定款一部変更、理事・監事の選任

	一般社団法人畜産振興協会通常総会
	29.6.16
	近江八幡市
	平成28年度事業報告、貸借対照表、正味財産増減計算書の承認、役員の改選

	滋賀県養鶏協会総会
	29.7.6
	近江八幡市
	平成28年度事業報告、収支決算報告
平成29年度事業計画、収支予算等、経費の賦課会費の徴収方法、地区役員改選「高病原性鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞの発生を受けての対策等について」講演会

	近畿府県連絡協議会
	29.7.7
	和歌山県
	平成29年度事業及び予算、基金協会の諸問題等

	畜産環境ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ　地域が一体となった臭気対策の推進
	29.7.25
	東京都
	日本型悪臭防止最適管理手法、畜産の臭気対策、

安曇野市における悪臭対策の取組、神奈川県畜産環境コンクール　臭気対策について

	畜産関係団体連絡調整会議
	29.8.25
	近江八幡市
	平成30年度予算に向けての要望、地理的表示保護制度(GⅠ)の概要

	基金協会新任役員研修会
	29.9.5～

　　9.6
	東京都
	配合飼料価格差補てん事業の概要・留意事項

総会・理事会の手続き、飼料・畜産を巡る情勢

工業会・組合員各社の状況・共同買付等

関係団体との関係等・講義意見交換

	GAPセミナー
	29.9.6
	東京都
	日本版畜産GAP(JGAP畜産・畜産物)の推進

GAPの取組状況

	近江八幡市域畜産クラスター協議会の設立準備会
	29.9.28
	近江八幡市
	近江八幡市域における畜産クラスター協議会の事務分掌(案)等

	近江八幡市域畜産クラスター協議会第2回設立準備会
	29.10.5
	近江八幡市
	近江八幡市域における畜産クラスター協議会　の事務体制(案)、に関する再精査・意見交換、課題の検討

	農林水産まつり
	29.11.4
	東近江市
	農林水産まつりの参加・畜産団体への協力

	滋賀県養鶏協会秋季研修会
	29.11.14
	近江八幡市
	「たまごかけご飯で人生が変わった！」～山の中の行列店　卵かけごはん専門店「但熊」～

	滋賀県口蹄疫防疫研修会
	29.11.17
	大津市
	近隣諸国における口蹄疫の現状と対応、滋賀県における危機管理体制、口蹄疫発生時の初動対応の流れと発生防止への取組、口蹄疫等発生時の防疫物資の調達・輸送

	飼料基金関係説明会
	29.11.21
	神戸市
	配合飼料価格安定制度をめぐる情勢、平成30年度契約事務、平成29年度の全日畜活動の紹介

	近江八幡市域畜産クラスター協議会第3回設立準備会
	29.11.30
	近江八幡市
	近江八幡市域畜産クラスター協議会の設立に係る市の方針 (案)、市内畜産農家対象のｱﾝｹｰﾄ調査実施に係る内容の検討等

	農林漁業関係団体人権研修
	29.12.20
	大津市
	部落差別の現状と課題「～部落差別解消推進法～」

	畜産クラスター事業説明会
	30.1.16
	大津市
	平成29年度国補正予算に係る畜産クラスター事業の説明

	平成29年度第4回酪農技術研修会
	30.1.25
	守山市
	新しい牛群検定情報、農家指導の実際、牛群検定成績から行う栄養管理

	近江八幡市域畜産クラスター協議会第4回設立準備会
	30.2.16
	近江八幡市
	近江八幡市域畜産クラスター協議会の設立に係るｱﾝｹｰﾄの結果（報告・協議）、畜産クラスター事業に係る予算等の情報交換等

	近畿府県連絡協議会(予定)
	30.3.14
	和歌山県
	配合飼料の情勢、基金協会の諸問題、会検情報

	滋賀県飼料自給率向上戦略会議
	30.3.20
	近江八幡市
	県内産飼料作物の利用状況等、飼料自給率向上に向けた国の動向、今後の推進

	畜産GAPｾﾐﾅｰ

平成29年度飼養衛生管理基準等説明会
	30.3.20
	近江八幡市
	JGAP家畜畜産物の概要、GAP取得チャレンジシステム、

伝染病の発生状況、飼養衛生管理基準


２　正会員の異動
	会　　　員
	期首会員数
	期中の動向
	期末会員数

	
	
	加　入
	脱　退
	

	荷受組合
	13　
	0　
	0　
	13　

	メーカー
	13　
	0　
	1　
	12　

	特約店
	3　
	0　
	0　
	3　

	計
	29　
	0　
	1　
	28　


３　平成29度会費の徴収　　　　　　　　　　  
	会　　員
	会員数
	徴収金額
	備　　考

	荷受組合
	13　
	2,881,140円 
	ﾄﾝ当り　　　  60円

	メーカー
	12　
	120,000円 
	1社当り　10,000円

	特 約 店
	3　
	30,000円 
	1社当り　10,000円

	合  　計
	28　
	3,031,140円 
	


４　一般社団法人の手続き業務
平成29年5月25日：第42回定時総会において、公益目的支出計画実施報告書等の承認
平成29年6月16日：公益目的支出計画実施報告書等を滋賀県知事へ提出
平成29年6月16日：公益目的支出計画実施完了確認請求書を滋賀県知事へ提出
平成29年7月12日：公益目的支出計画実施完了を滋賀県知事が確認
事業報告の附属明細書
一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第３４条第３項に規定する事業報告の附属明細書として記載すべき「報告事項の内容を補足する重要な事項」に該当するものはない。
